
　｢八幡石蔵尺八の夕べ｣が４月９日（土）、八
幡地区コミュニティセンター敷地内にある
石蔵において開催されました。来場者は尺八
の音色に聞き入りながら、演奏に合わせて
歌を口ずさみ、楽しい時間を過ごしていま
した。演奏会では、詩吟とクラシックギター
の演奏も披露されました。この石蔵の舞台
は、市のコミュニティマイスター制度を活
用して設置したもので、今後の利用も広が
ると期待されます。
【写真・記事提供】＝同地区コミュニティ協議会
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年度から｢藤の園づくり｣に取り組み、平成 24
年２月に藤の苗木を植栽しました。約３年間で
たくさん開花するようになったこともあり、こ
れまで藤本滝公園の整備に関与いただいた
方々に参加いただき、花見を兼ねた｢藤本を語
ろう会｣を４月22日（金）に開催しました。
　青空の下、地区住民手作りの花見弁当を味
わいながら、薄紫の藤を堪能しました。
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「まちの話題」は、市民の皆さんから情報提供をいただき、身近な話題を掲載しています。ぜひ、投稿ください。

　川内ヤクルト販売㈱から、｢移動式モニター
（電子黒板一式）｣が４月19日（火）、市役所本
庁において贈呈されました。これは、川内ヤク
ルト販売㈱の創立50周年を記念し、市民の
健康づくりの意識向上に役立てるよう贈られた
もので、すこやかふれあいプラザの健康教室
などで活用されています。
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児 童 書絵 本 絵 本

　９歳の男の子エルマーは、
どうぶつ島で捕まっている
かわいそうなりゅうの子を
助けるため、冒険の旅に出
掛けます。エルマーの知恵
と勇気が詰まった、わくわ
くドキドキの幼年童話

　小さなぼくが不安な気持ち
になると、いつもおまじない
の言葉で助けてくれたおじい
ちゃん。生きていくためのし
なやかな強さを育む、心にし
みる絵本

　ぼくは犬のシロ。ある日
突然、大好きなミキちゃん
がいなくなった。悲しくて、
悲しくて、目をつむると、
そこには…。シロが悲しみ
を乗り越えるピュアな絵本

　｢お友だちからお願いします」
と、言ったことも言われたこと
もない。友だちっていうのは、
気付いたらなっているものだ。
著者が贈る、これまでとは一味
違う「よそゆき仕様」のエッセイ
集

お友だちから
お願いします
三浦しをん　著
（大和書房）

エルマーの
ぼうけん
ルース・スタイ
ル・ガネット　作
わたなべしげお　訳
（福音館書店）
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（学研）

　祁答院町藺牟田地区で、４月10日（日）に田
の神戻しが行われました。田の神戻しは、子孫
繁栄、無病息災、五穀豊穣を祈って行われる伝
統行事です。｢田の神さあ｣を集落内の家で１年
間預かり、１年経つと次の家に引越しをさせる
神事で、移動中、ヘグロ（すす）で顔を真っ黒に
塗って田の神の分身に扮した青年たちが踊り
を披露し、見物人にもヘグロを塗り付けます。ヘ
グロを付けられると、その年は健康に過ごせる
といわれています。

田
の
神
さ
あ
の

　
　
　
　
お
引
越
し

祁答院

樋脇東郷

　

次
の
と
お
り
上
映
し
ま
す
。

【
時
】＝
６
月
25
日(

土
）10
時
〜
11
時
15
分

【
所
】＝
中
央
図
書
館 

３
階
研
修
室

【
内
容
】＝
映
画

▼
ム
ー
ミ
ン　

お
ば

　

け
島
へ
よ
う
こ
そ

▼
10
ぴ
き
の
か
え
る

【
定
員
】＝
先
着
30
人

＊
申
込
不
要

【
参
加
料
】＝
無
料　

【
問
合
先
】＝
中
央
図

書
館（22

）３
５
４
２

■
お
知
ら
せ

　
　

６
月
23
日（
木
）は
図
書
整
理
日
の
た
め
、

　

17
時
か
ら
開
館
し
ま
す
。

藤
の
花
に
囲
ま
れ

藤
本
を
語
ろ
う
会

お
の
ぶ
ち
塾
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　昔ながらの農機具を使った｢菜種落とし｣
が、５月８日（日）東郷町樋渡川多目的運動公
園で行われました。これは斧渕地区コミュ
ニティ協議会が世代間交流を目的として行
っている活動｢おのぶち塾｣の一環です。高
齢者の指導の下、子どもたちがざるなどで
種をふるい分け、風を起こして葉などを吹
き飛ばす「唐

とうみ

箕」という農具を使って選別し、
４８．９キロの菜種を収穫しました。
【写真・記事提供】＝同地区コミュニティ協議会

バックナンバーは好評販売中
創刊号～第 11号　各 500 円

16広報薩摩川内　2016.6.1017 2016.6.10　広報さつませんだい


